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質の高い医療と専門的な知識にもとづいて地域の 

皆さまの健康づくりに努め優しさと温かみのある 

病院をめざし地域社会へ貢献します。 
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フィットネス のべおか通信 のべおか通信 

医師　力武　幹司 

花田　郁江さん 金子　祐三さん 

糖尿病は、世界的に増加しており、平成19年（2007

年）国民健康栄養調査では、糖尿病が強く疑われる

人は約890万人、糖尿病の可能性が否定出来ない人は

約2210万人と言われています。 

糖尿病の殆どを占める２型糖尿病は、①インシュ

リン分泌不全②インシュリン抵抗性によるインシュ

リンの作用不足が原因で発症します。 

現在日本では、６種類の経口糖尿病薬が使用出来

ますが、インシュリン分泌不全、インシュリン抵抗

性の、どちらかの関与が大きいかにより、第一選択

薬が決まってきます。 

しかし、何れの場合でも、治療の基本は、食事運動療法・禁煙等の生活改善です。食事運

動療法を伴わない内服治療は、かえって体重増加に繋がる事もあります。運動療法は、イン

シュリン抵抗性を改善させ、食事療法・内服治療の効果を増加させます。 

又、糖尿病による細小血管障害（腎症等）・大血管障害（心筋梗塞・脳梗塞等）予防の為に

は、高血圧症・脂質異常症等の管理も大切です。その為にも、食事運動療法が重要になって

きます。 

私は、外来で患者様に、①毎日体重を測る事　②間食をしない事・塩分は控えめにする事

　③毎日20～30分程度歩くか、体操をする事　④禁煙　をしつこくお話しています。 

幸いな事に当院では、フィットネス施設があり、専門のスタッフにより、楽しく運動が出

来る環境にあります。 

皆さんも是非、「元気で長生き」を目標に頑張ってみませんか？ 

シェイプアップ・生活習慣病
予防の為に週に3回運動に
来ています。月曜日には太
極拳も習っています！ 

黒木病院の5階という事で
安心して運動出来ます。ス
タッフの皆さんも明るく親
切な方々です。 
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ドラッグインフォメーション 第15回 
DRUG INFORMATION

前回より、薬の正しい服用方法、使い方について触れてきました。 

今回は、貼り薬、塗り薬の使い方についてです。 

＜共通の注意点＞ 
貼り薬と塗り薬には共通する注意点があります。 

塗る部位が清潔でなければならないことです。特に貼り薬では使用中に剥がれてしまう原因と

なります。患部の状態にもよりますが、きれいに拭いてから塗るのがよいでしょう。入浴後など

がよいです。 

薬によっては傷口や眼などには使えない薬が多いので、注意書きをきちんと読んで使用しまし

ょう。 

これまでに紹介した飲み薬・貼り薬・塗り薬以外にも、点眼薬や吸入薬など薬にはいくつかの

種類があります。 

点眼薬や吸入薬などの薬は、使い方が様々ですので、これまでに話した薬も含め、飲み方や使

い方の分からない場合には係りつけの調剤薬局等でお尋ねになってからご使用ください。 

大きく分けて、湿布などの必要時に貼る薬と、狭心症

などの定期的に貼る薬に分けられます。 

定期的に貼る薬の注意点として、同じ位置にばかり貼

るとかぶれやすいので、毎回貼る位置をずらすようにす

るとよいでしょう。薬の量を一定にするために貼り替え

の時間を守ることも重要です。 

一般的に塗り薬は薄く・軽く・指定された回数塗るだ

けで十分に効果を発揮します。（もちろん例外もあります）

特に雨の季節はベタベタと塗りすぎるとかぶれてしまい、

かえって悪くなる場合もあります。 

塗り薬は薬の状態によっても 
使い勝手が違ってきます。 
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内科・外科・胃腸科・肛門科・泌尿器科・放射線科 

財団法人 日本医療機能評価機構  認定病院 

黒木病院  
救急指定 
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＜検査詳細＞ 
主な検査対象：食道癌・大腸癌及び乳癌が強く疑われる患者 

検 査 検 体：血液 

検 査 結 果：８～15日 

＜注意事項＞ 
・抗ｐ53抗体は、食道癌、大腸癌、乳癌であっても陰性となる場合があります。 

・食道癌、大腸癌及び乳癌以外であっても抗ｐ53抗体が陽性となる場合があります。 

ｐ53遺伝子は癌抑制遺伝子で、種々の腫瘍において高頻度に異常（ｐ53遺伝子変異）が報告され
ています。この遺伝子の異常によって発現する血液中の『血清抗ｐ53抗体』の検査は、発癌及び癌の
悪性度や予後の経過、転移に深く関わっているとされています。 
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♦健康診断・人間ドック・ 
　生活習慣病予防健診を希望の方♦

予約制になっております。事前にお電話にて
お申し込み下さい。 

月～金曜日（祝日除く） 健 診 日  

予約受付
時 間  

お問い合せ 
申し込み 

平日　8：30～17：00 

土曜　8：30～12：00

健診部 
TEL　0982-21-6381 
FAX　0982-33-8380

検査科 


